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日時：2020年 10月 21日（水）【通算 467回】 場所：ZOOM例会  

 

 

構成員数 2020年 10月 21日 現在 36名 出席者数 21名 
 

ゲストビジター紹介 

・拡大補佐 吉井 栄 (よしい さかえ)様 

・ジャーナリスト 重信 メイ（しげのぶ めい）様 

・米山奨学生 張 準好（じゃん じゅんほ）様 

・UNDP（国連開発計画）職員 原 典孝（はら のりたか）様 

議事内容 

１．会長報告 RI会長の 10周年のビデオメッセージ決定。今後 RI会長卓話。 

２．幹事報告   

10/24 10：30～11：30＝ホテル例会 ポリオに関する卓話  

11/04 19：30～20：30＝ホテル例会 10周年記念例会リハーサル 

４. 会員報告  

朴会員＝10/24ポリオチャリティーコンサート 

楊会員＝10周年オンライン記念例会の現状報告 

５. ニコニコボックス 

６．卓話  

ジャーナリスト 重信 メイ（しげのぶ めい）様「レバノンについて」 

レバノンには 18の宗派があります。初めはフランスが統治していましたがその後独立。独立後、

レバノンは西と東に分かれて内戦をしていました。その間イスラエル侵略があり、その後シリアの侵

略がありました。1992年にハリーリが暗殺されました。その後イスラエルとヒズボラの戦争がおこ

ります。レバノンは 400万人の人口だが、200万人の難民が流入。国民の 50％の人が参加するデモ

が起こります。その後、経済的な問題が多発し、貨幣価値が 80％程下がります。現在はコロナの影

響で、デモは沈下しました。12/30カルロス・ゴーンがレバノンにやって来ました。レバノンで

は、カルロス・ゴーンは英雄だった。カルロス・ゴーン亡命時、レバノンはキャピタルコントロール

の最中で、カルロス・ゴーンどころではなかった。また、レバノンと日本の間に犯罪者の受け渡しに

関する取り決めがない為、カルロス・ゴーンの受け渡しはされなかった。その後、ベイルート爆発が

起こる。爆発により、80％小麦が無くなり、一層経済難となりました。現在 50％の人が失業中。そ

の後、内閣総辞職があり、現在新しい内閣が発足するところです。 
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                           令和 2年 10月 21日  

議事録作成者：勝田    

次回 日時/場所 令和２年 10月 24日 ホテル例会 ホテルニューオータニ 

   


